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優生保護法の改正問題にっいて
'8/エ

改正の動きの経緯
@不良な子孫の出生の防止といぅ法目的丶 障害者に対する強制的な優生手術にっいて

かねてから批判がぁったが丶 平成5年の障害者基本法の成立にょり、
が一層高まっている。

@昨年のカィ ロ人口会議の際丶 日本の障害者団体が丶 精神薄弱者への強制的な優生手
術の問題を紹介し丶 日本の優生保護法に対する批判が外国の新聞にも報道された。

@ヵイロ人ロ会議を受けて、 女性国会議員が優生保護法ゃリプロダクティ プライツに
っぃての勉強会を開いたり、 障害者団体の厚生大臣陳情
シ量ナル女性障害者ネッ トヮーク〉 などの動きがぁった。

@本年5月には、 受胎調節の実地指導に闔する特例規定の延長を内容とする優生保護
法の改正の謙員立法が提出されたが丶 その際丶 全家連からの陳情もぁり昆
会部会長の衛簾先生からは、 第…条の 「不良な子孫の出生の防止」 の字句だけでも
削れなぃか丶 という検討要請がぁった。 厚生省と 議論が波及拡大するおそ
れがぁるため'、 今回の改正は難しぃ旨を説明。 結局、 社会部会の席で、 衛藤部会長

改めて社会部会で相談したい丶
得た。

@その後丶 衛簾議員からは丶 参議院選挙後には丶 社会的会に小委員会を設置して団体
ングをしたぃ旨の指示がぁった。

@本年9月には丶 北京で世界女性会議が開かれる予定でぁり丶 この問題が再び議論さ
れるおそれがぁる。

障害者基本法を踏まぇ丶 障害者の差別法制の撤廃という文脈で議論を進め丶 不良な
子孫の出生の防止といぅ法目的、 障害者に対する強制的な優生手術等にっいて削除す

この場合丶 人工妊娠中絶にっぃては丶 国民的に議論か割れてぃることから、 現状
ー切手を付けないことが適当。

G〉 法律の題名の改正
母性保護法
人工妊娠中絶の要件等に関する法律 「不妊手術及び人工妊娠中絶の要件
等に関する法律」

「優生上の見地から不良な子孫の出生を防止する」
ー

IOAGO
テキスト ボックス
⑤－14



(3)
(第4条丶 2条)

〈2 8条)
(3条) "

イ・ `

手術の術式の制限

・

・本人丶

 

a案 ニ 第2

対象要件は自由と
する。

c案 :

C5)

く6) 4条)
a案: 2号丶 3号を削る。
b案: 3号 (らぃ) 2号 は、

^ (例:
有してぃる者」)

~

3号 (らぃ〉 は、

(7)
の間」

優生手術の規定の廃止又は改正
〇強制的な優生手術関係 第ー …削除
〇任意の優生手術関係

@生殖を不能とする手術の禁止規定
@任意の優生手術の要件 〝

本人及び配偶者の同意 〝

a. (子宮摘出手術などは禁止)
丿丶. 対象要件

・本人丶 配偶者の遺伝性疾患等
4親等以内の遣伝性疾患等

配偶者のらい疾患
〝 ・妊娠・分娩が母体の生命の危険
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優生手術の規定を全部削除する。 8条の生殖を不能とする手術の禁止
の規定も削る。 域個入の自由と医学の判断にまかせて法的関与はしない

b案=強制優生手術の規定を削り、 医師の認定にょる手術は要件を簡素化し、 本
人及び配偶者の同意と、 手術の術式の制限のみを残し丶

瞭現行ょりも要件が広くなる。
医師の認定による手術は丶 対象要件にっいて丶 遺伝性疾患等によるものの
みを削る。 今現行ょりも要件が狭くなる。

(4) 優生保護審査会の廃止

~〇 優生保護相談所の廃止

人工妊娠中絶の規定 (ー 中の障害者に閲する規定の取扱
ー号丶 今現行よりも要件が狭〈なる。

は削り丶 ー号、 (遺伝性疾患等) 表現を簡略化。
「本人丶 配偶者丶・ 4親等以内の血族関係にぁる者が遺伝性疾患を

c案:今後の課題とし丶 今回は手を付けない。 らい予防法改正
の附則で改正する。 今優生思想の規定が残るm

受胎調節実施指導員の医薬品販売の特例規定にっぃて、 現行5年の期限を 「当分

に改めるかどうか。 (母子保健課関係)
, _2_
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〇基本的に丶 政党主導の案件。

改正にっぃては、

小委員会で団体ヒアリ

こ
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・女性の産む権利丶 胎児条項丶
ぁるぃは、

'
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医療団体

-

' ・母子保健団体

今後の進め方
役所主導ではなく、 優生保護法自体か議員立法の法律

でぁることもぁり 議員立法とすることが適当。

〇衛藁先生からは、 ングをし、 秋の臨時国会か通常国会で璽正
したぃので丶 その段取りの案を検討してほしいと依頼されてぃる。

*小委員会を仮に作るとしても、 現存の小委員会とは別に丶 新規に作ってもらう
とが適当ではな

*また丶 実施時期譬ごっ〟〝`ては、 内閣改造ゃ自民党の役員改選とのからみをどうみる
!C貰皇 ヵ丶。

*議論が拡大しないょぅに、 短期間でまとめることが適当ではなぃか。
胎児の人権、 経済条項、 減数手術などの議論は国

民的に議論が分かれるため丶 できるだけ避ける。 議論の対立点の整
,理は行うが、 改正には盛り込まなぃ。
9月ごろから小委員会を3回程度開き丶 秋の臨時国会で処理するこども…案。

ングを行うとした場合の関係団体
ゝ (日本医師会、 日本母性保護医産婦人科医会)

〝 障害者団体 く日本障害者協議会)
髑主

Q ・女性団体?



「産む産まなぃは女性の権利に属するので丶
とぃぅ意見から、

国民各層の意見が丶

(緩和論)

(又は両親) 法律による規制
~

(その他〉

して丶

近年の医学的知見を勘案し丶 これを正式

人工妊娠中絶規定をめぐる様々な意見

入工妊娠中絶にっいては丶 法律で
規制すベきではない」 「胎児の生命は尊重されるベきでぁり丶
中絶は許されるベきではない」 という意見まで、 宗教観ゃ思
想によって様々に分かれているのが現状である。

〇中絶規制の廃止
〝

・産む産まないは女性 が決めることでぁり丶
は不要であるとの意見

〇中絶可能な期間の延長
・現在2 2週とされている中絶可能な期間を延長すべきとの意見

(抑制論)
〇経済条項の削除

・経済的に豊かになった現在において丶 経済的理由から中絶を許す規定が
あるのはおかしいから削るベきとの意見

〇母体の健康の要件の厳格運用
現行法では丶 「母体の健康を著し〈害するおそれ」 か広く解釈され運用
されているか、 これを厳格に運用すベきとの意見

〇本人ゃ配偶者が精神障害者等でぁることを理由とする中絶要件の削除
七障害者の人権を否定するものとして削除すべき。 中絶の要件は健常人と
同じで良いとする。

〇胎児条項の創設
'人工妊娠中絶か認められる場合と 胎児に重度の異常かぁる場合を
加えるベきとの意見

〇減数手術の認知
・多胎妊娠の際に一部の胎児を死亡させ減数させる減数手術ほ、 方法にょ
っては堕胎罪のぉそれもあり丶 また丶 生命を選択`するものとして生命倫=
理上の問題もぁるとされるが丶
に認めるぺきとの意見
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優 璽繰 者 量の朧 成

第ー 章 mu
ー条 目的= 「俊生上の見地から不良な子孫の出生を防止するとともに丶 母性の生命健康を

保護すろこと〕
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2条 定義:優生手術、 人工妊娠中絶

峨

第2章 優生手衛

3婁〝〟医師の認定にょる優生手衛 (本人の同意)
木人及び配偶者の同意を得て丶 所定の術式にょって行ぅ。

精神病者、 精神薄弱者を除く。
@本人又は配偶者の遺伝性精神病質、 遺伝性身体疾患丶 遣伝性奇型、
配偶者の精神病、 精神薄弱

@本人又は配偶者の四親等以内の血旗の遺伝性精神病、 遺伝性精神薄弱、 遣伝性精神病質
遺伝性身体疾患 遣伝性奇型

@本人又は配偶者のらい疾患に罹り、 かつ、 子孫に伝染するぉそれ
@妊娠又は分娩が、 母性の生命に危険をおょぽすぉそれ
@親に数人の子を有し丶 かっ分娩ごとに母体の健康度を著しく低下すろおそれ

4条~ー ー条 審糞を要件とする優生手衛 (強制的)
都道府県優生保護審査会の審査で行う
〇別表に掲げる遭伝性疾患に罹っている者
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ー 2条・ 3条 積神病者等に対する優生手衛 (強制的)
保護者の同意と都道府県優生保誰審査会の審査で行ぅ
〇第4条の対象以外の精神病又は精神薄弱に罹っていろ者

第3章 母性保議
4条 医師の認定にょる人ェ妊娠中絶 (本人の同意)
窒是蒙当する場合に、 本人及び配偶者の同意を得て優生保護指
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@本人又は配偶者の精神病、 精神薄弱、 糟抑病質丶 造伝性身休疾患、 造伝性奇形
@木人又は配偶者の四親等以内の血族の遺伝性精神病、 遺伝性精神薄弱、 遺伝性精神病質

遺伝性身体疾患 遣伝性奇型
@本人又は配偶者のらい疾患
@妊娠の継続又は分娩か身体的又は経済的理由にょり母体の健康を著しく害するおそれ
@暴行、 脅迫等にょる妊娠
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5条 受胎調節の実地指導
第4章 都道府県優生保竈馨査会

ー 6条~ー 優生保護審査会: 第4条丶 第エ 2条の強制的な優生手術の審査
第5章 優生保蔑相談所

4条= 遣伝相談を行ぅ。 事実上保健所に併設
章 届出、 禁止その他
5条 優生手術丶 人工妊娠中絶を行った医師

適知= 僕生手術を受けた者が婚姻しょぅとするときに、 その相手に対し逝知しなけ
れぱならなぃ 〝

秘密の保持
8条 禁止: この法律の規定にょる場合のほか丶 故ょ 生殖を不能にすることを目的と

して手術又はレン トゲン照射を行ってはナ
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附則
受胎調節指導のために必婁な医薬品 (時限規定)

別表 遺伝性疾患を列挙 ノ
・遺伝性精神病 (精神分裂病、 そぅ ぅっ病、 てんかんを遺伝性精神病と して規定〉
・遣伝性精神薄弱
・顕著な遺伝性精神病質 (顕著な性欲異常、 顕著な犯罪顆向〉
顕署な遺伝性身休疾患 (血友病、 全色盲等の2 2疾患を規定)

・ 強度な遼伝性奇型 (裂手、 裂足、 先天性骨欠損症)


